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２０２２年６月１９日（日）聖霊降臨後第２主日 

銀座教会 主日礼拝（家庭礼拝） 

礼拝招詞「あなたがたの上に聖霊が降ると、あなたがたは力を受ける。 

     そして、エルサレムばかりでなく、ユダヤとサマリアの全土で、 

     また、地の果てに至るまで、わたしの証人となる。」使徒言行録 1 章８節 

主の祈り 

 

交読詩編  詩編１２２編１～５節 

    主の家に行こう、と人々が言ったとき 

    わたしはうれしかった。 

       エルサレムよ、あなたの城門の中に わたしたちの足は立っている。 

    エルサレム、都として建てられた町。 

    そこに、すべては結び合い 

       そこに、すべての部族、主の部族は上って来る。 

    主の御名に感謝をささげるのはイスラエルの定め。 

    そこにこそ、裁きの王座が 

       ダビデの家の王座が据えられている。 

使徒信条 

讃美歌  ２１６番 あぁうるわしきシオンの朝  

 

聖 書 エフェソの信徒への手紙６章５～９節 

5 奴隷たち、キリストに従うように、恐れおののき、真心を込めて、肉による主人に従い

なさい。6 人にへつらおうとして、うわべだけで仕えるのではなく、キリストの奴隷とし

て、心から神の御心を行い、7 人にではなく主に仕えるように、喜んで仕えなさい。 

8 あなたがたも知っているとおり、奴隷であっても自由な身分の者であっても、善いこと

を行えば、だれでも主から報いを受けるのです。9 主人たち、同じように奴隷を扱いなさ

い。彼らを脅すのはやめなさい。あなたがたも知っているとおり、彼らにもあなたがたに

も同じ主人が天におられ、人を分け隔てなさらないのです。 

 

牧会祈祷 

 天の父なる神さま。神さまの赦しと招きによって、主の日の礼拝をおささげする恵

みを感謝いたします。聖霊降臨節の日々、目に見えない神さまがどこにいても助け導

いてくださることを信じます。私たちが自分の力のみに頼ろうとするとき、悔い改め

て、あなたの御力に信頼する道へ立ち帰ることが出来ますように助けて下さい。 

 先週は花の日・子どもの日を覚えて礼拝を捧げました。私たちの執り成しの祈りを

お導きください。主なる神の愛を必要としている人々に慰めをお与えください。 

 世界の争いの中にあって悔い改めをお与えください。 

 キリストの御名によって祈ります。アーメン 
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説 教  「主に仕えるように人に仕える」   牧師 近藤 勝彦 

 

 今朝の聖書の段落は、「奴隷たちよ」という呼びかけから始まっています。新約聖

書が書かれた古代のヘレニズム時代は、奴隷が社会の基本構成をなした奴隷制社会で

した。教会の中にも多くの奴隷たちがいました。彼らはそれぞれの主人のもとで、そ

の主人によってはむごく薄情な扱いに苦しんでいました。今日、奴隷制度は廃止され、

どんなに貧しい人であっても、その人権は尊重されなければなりませんし、通常は尊

重されていると思います。それなら今朝の聖書箇所は奴隷制社会の昔には当てはまっ

たが、現代には通用しないと言うべきでしょうか。そうはならないでしょう。現代に

も奴隷状態に置かれている人はいると言わなければならないでしょうが、それよりも、

奴隷制の廃止や奴隷解放によっては片付かない人間の問題があるからです。今朝の御

言葉は奴隷制廃止によっても片付かない人間の問題を語っています。 

それは何かと言いますと、人として生きるということはどういうことかという問題

です。人間は常に他の人と共に生きています。他者と共に、他者と関わりながら生き

ています。そしてそのことは、人間は他者に仕える面を持っていることだと聖書は言

います。しかし、人はどう仕えるでしょうか。この面から言いますと、かつての奴隷

たちは「肉の主人に仕える」人たちでしたから、まさしく人間が他者に仕えるという

ことの持っている難しさをよく知っていました。かつての奴隷たちは、人間が人間と

して生きるとはどういうことかを、この面では他の人よりも身をもって厳しく知る環

境にいた人々でした。 

聖書は彼らに向かって「奴隷たち、キリストに従うように、恐れおののき、真心を

込めて、肉による主人に従いなさい」と言います。「恐れおののき」というのは、肉

による主人を恐怖せよという意味ではありません。そうでなく、救いに入れられた者

のあり方で、キリストによって救われた者としてへりくだることを意味しています。

さらに「人にへつらおうとして、うわべだけで仕えるのでなく」と言われます。へつ

らってうわべだけ仕えて身を守ること、そのすべを彼らは上手に生きるために、よく

知っていました。現代人もそれぞれにそれを知っていると言ってよいでしょう。しか

し「人に仕える」ということには、へつらいでなく、謙遜に、そして真心を込めて生

きる生き方があるわけです。「キリストの奴隷として、心から神の御心を行い、人に

ではなく主に仕えるように、喜んで仕えなさい」と聖書は言います。卑屈にでなく、

確信を持った、堂々と人に仕える生き方があると言うのです。 

「主に仕えるように」とは、主イエス・キリストに仕えるように、そのようにその

ように人に仕えると言います。ここに今朝の御言葉の核心部分があると言ってよいで

しょう。あなたがたは肉の主人の奴隷であるよりも、主イエス・キリストに仕える人、

キリストの僕になった、つまり他の人の奴隷でなく、キリストを主と信じ、主に仕え

る、キリストの奴隷になったというのです。そして主イエス・キリストに仕えること

こそが「神の御心」を行うことです。なぜならキリストは神の御心であり、神の御心

を表しているからです。サクレ・クール、聖なる御心はキリストにあります。「主の

祈り」の中で「御心が天になるように、地にもなりますように」と祈ります。神の御

心、神の御意志、神の御計画があります。それがイエス・キリストの中に具体化して

います。その主イエス・キリストに仕えるならば、それこそ神の御心を行なうことに
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なります。 

キリストに仕えることは、他の人に仕える中で表現されます。キリストに仕える人

は、他の人に仕えることを止めて、誰にも仕えない孤独な生活者になるわけではあり

ません。そうでなく、それぞれの身近に与えられている、あるいは遠くにいる人、一

人でなく数人の人々、さらには多くの人々がいます。その人々に仕えながら、そうす

る中で主イエスに仕えることができるわけです。そうでなければ、主に仕えることは

できないでしょう。私に仕える者は、他の誰にも仕えるなと主イエスは言われません。

主に仕えることは、他の人々に仕える中で遂行されます。主イエス御自身、「人々か

ら仕えられるため」に来たのではないと言われました。そうでなく御自身、私たちに

「仕えるため」、そして「多くの人の身代金になるために来た」と言われました。私

たちに仕えて下さる主イエスに何とかして仕えたい、それが救いに入れられた者とし

てのキリスト者の生き方ではないでしょうか。 

人々に仕えることをとおしてキリストに仕えることを、ある人は直接キリストに仕

えることはできない、間接的にキリストに仕えるのだという言い方をします。しかし

気持ちから言えば、今日も私たちのために十字架を負っておられる復活のキリストに

仕える方が直接的な気持ちです。しかし主にお仕えするためには、主が与えて下さっ

ている人々に仕えることによります。他者に善を行なって、その他者から報いを期待

するのでなく、「主から報いを受ける」と記されています。クロムエルの言い方で言

うと、私たちの人生は、主イエス・キリストからすでに莫大な報いを「前受け金」と

して与えられています。主の十字架による赦しを与えられ、復活の主の命にあずかり、

神の子とされた名誉も受けています。赦しと義と聖化の恵みをすでに受けています。

その私たちが他の人に仕えるのは、主にあって当然のことと言えるでしょう。 

５節から８節までが「奴隷たち」への語りかけですが、「主人たち」への言葉は、9

節に短く語られるだけです。「同じように奴隷を扱いなさい」、つまり自由人たちと

分け隔てなく扱いなさいというのが一つです。もう一つは「彼らをおどすのをやめな

さい」という注意です。そしてその理由が短く語られます。しかしその内容はまさし

く革命的と言ってよいでしょう。「彼らにもあなたがたにも同じ主人が天におられ、

人を分け隔てなさらないのです」と言います。肉の主人と奴隷たちに対して、同一の

天の主がおられます。この言葉は根本的に奴隷制度を廃止していると言ってよいでし

ょう。実際の奴隷制の廃止は 19 世紀の半ばで、何と遅い変化であったかと思わさせら

れます。聖書はとっくにそれを廃止していたのです。奴隷制社会は、主人と奴隷たち

とを厳しく区分しました。しかし聖書は、主人にも奴隷たちにも同じ天の主人がいる

と言います。 

このことは、神こそが真実の主であって、「肉の主人」は本当の主人ではないとい

うことを含むでしょう。真の主人は、あなたとあなたの奴隷とを分け隔てなさらない

と言います。つまりは、あなたは主人ではなく、あなたの奴隷と共に天の主人の僕な

のだと言うわけです。この御言葉は奴隷制度を廃止しているだけではありません。色

々な形態を取って繰り返し人類の歴史や社会の中に現われてくる人間を分け隔てする

考え方、またそうした心や仕組みを退けています。それらは主こそ真に主であること

によって無いものにされているからです。 

その上で、真実の主が仕えられるためでなく、仕えるために来てくださったことに
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より、俄然、主に仕えることはこのうえなく「喜び」のことになりました。主イエス

・キリストによって、人に仕えるなかで、主御自身に仕えることができる、それゆえ

「喜んで仕える」ことができるわけです。 

今朝の御言葉は、キリスト者とは何者かを語っています。同一の真の主人のもとに

あって、キリスト者はあらゆる偽りの主人の支配から自由に解き放たれています。一

切のへつらいから解放されています。そしてその上で、キリスト者はその唯一の主で

あるイエス・キリストに仕えられることによって神の子とされています。それゆえ、

与えられた自由を愛によって生きて、人々に仕えます。喜んで仕えます。それによっ

て主イエス・キリストに仕えるのです。 

 

天にいます父なる神様、主に仕えるように人に仕えよとの御言葉を聞くことができ

まして、感謝いたします。どうか互いに仕え合う交わりをとおして、主に仕えること

ができますように。また主に仕えるように人に仕える歩みを少しでも深く、また広く

歩むことができますように導いてください。あなたによる救いと助けを必要としてい

る人々のために祈ります。その人々のために主につかえるように仕える教会、そして

主に仕えるように人に仕えるキリスト者とならしめてください。仕えるために来てく

ださった主イエス・キリストの御名によって祈ります。アーメン。 

  

讃美歌 ３９１番 ナルドの壺ならねど 

 

献 金          

 

頌 栄 ５４４番    

 

祝 祷  安心して行きなさい。 

      主イエス・キリストの恵み、神の愛、聖霊の交わりが、 

   あなたがた一同と共にあるように。              アーメン 


